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『既知の世界から未知の世界に行かなければ、人は何も知ることはできない。』 
[クロード・ベルナール]フランスの生理学者 1813～1878 

『人生はもっとニャンとかなる！明日にもっと幸福をまねく 68の方法』水野敬也＋長沼直樹 著より 

 

新入生の皆さん御入学おめでとうございます。 

 香川短期大学附属図書館では、春の新しいスタートとともに        

新入生・在学生の皆さんが快適な学習生活が送れますよう    

館員一同協力したいと考えています。分からないことなどありましたら   

いつでもお気軽に館員にお声掛けください。 

皆さんのご来館お待ちしています。 

 

～開館時間のお知らせ～  

月曜日～金曜日 9：00～17：00  

 （※臨時休館日の場合は掲示してお知らせします。） 

 

＜HP もご覧ください＞  

http://www.kjc.ac.jp/ → 附属図書館 
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生活文化学科  村川  みなみ先生                     

  京都「菊乃井」大女将の人育て、商い育て

                           村田英子 著 朝日新聞社   

 

この本は、京都老舗料亭「菊乃井」の女将を 40 年間務め、現在は大女将に就任している

村田英子さんが女将・大女将を経て身に付けた人生の教訓やその生き方について一冊の本

にまとめたものである。 

 本書は第１章から第６章で構成されている。第１章では「老舗料亭の舞台裏」として、

ホテルでいえば総支配人であり、現場の総責任者かつ総監督に当たる女将の仕事内容や女

将としての在り方について述べている。その中には、毎日のまかない献立の栄養バランス

のチェックなども含まれており、従業員の健康管理も女将の重要な仕事となっている。第

２章では「祖母の戒め」として、幼少時代から結婚に至るまで続く、自身の祖母による厳

しい躾について述べており、そのどれもが女将としての村田さんを形成する上で不可欠で

あったことが読み取れる。第３章「義父のスパルタ女将教育」においては、女将として座

敷にあがるようになるまで、12 年間に渡って 40 人分のまかないを作り続けながら、跡取り

となる子どもを産み育てたことなどが料亭経営の哲学を身につけることに繋がっていたこ

となどについて、初代「菊乃井」主人である義父との関係と共に詳細に述べている。第４

章では「「菊乃井」流後継者の育て方」として、現社長の第３代「菊乃井」主人が料亭の跡

を継ぎ、村田さんが大女将になるまでについて、また、第５章「人を育てる」では、仲居

や料理人、出入り業者に対する女将としての教育について、さらに第６章「商いを育てる」

では芸妓や業者との付き合い方についてそれぞれ述べている。巻末には第 14 代「瓢亭」主

人と第３代「菊乃井」主人との「料理屋の女将」と題する対談が掲載されている。 

全編に渡って、村田さん自身の京言葉で綴られており、非常に読みやすく、広い世代に

親しまれるであろう書籍である。特に「今日よりは明日、明日よりあさって、ええ仕事が

できますように」という村田さんの原動力ともなったことばが印象に残っている。村田さ

んの、母として、経営者として、そして人としての生き方に対する思いが随所に散りばめ

られており、食に携わる者としてだけでなく、人として重要な部分に気づかされる一冊で

ある。 
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絵本・紙芝居コーナー 

キャリア支援コーナー 

新着図書コーナー 

課題図書コーナー 

 

OPAC(蔵書検索)コーナー 

楽譜コーナー 

インターネット検索コーナー 

ブラウジングコーナー 

雑誌架２ 

玄関 

香川県に関する資料 

雑誌架１ 企画展示・新着案内 

1 階 

2 階には、文学・紀要・雑誌バックナンバーがあります。 

2 階 

大久保文庫 

コピー機 


